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精神病理の形而上学

これは精神医学を題材にした
「現代哲学入門」 である

衒学的で難解とみられがちな

従来の精神病理学とは一線を画し

現場の “哲学” に光を当てる試み

精神医学ではしばしば、その疾患自体が実際に存在するかどうかが問

われる。多重人格障害、外傷後ストレス障害、パーソナリティ障害といっ

た「疾患」は本当に存在するのだろうか、と。しかしながら、これら

が存在しているかどうかと問うことの正当性自体が問題とされること

はほとんどない。著者は、実在や真理といった用語を実用的な哲学概

念として捉え、精神科疾患の分類や精神病理の理論的基盤について考

察する。
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